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疑問と不定
—朝鮮語への覚え書き―
?
下
?
夫
o. 
本稿で報告しようとするのは，朝鮮語における疑問詞の不定指示用法に関する初歩的調査で
ある。このことについて考えてみるきっかけには二つある。一つは，中国語史における「朝鮮
（注 1) (注2)
資料」を読んできたからであるが，もう一つは橋本萬太郎先生の話をうかがったからである。
ただ，この稿は，一次資料を調査したうえでの報告ではなくて，ほとんどが先人たちの成果に
もとづいたものであり，中国語における朝鮮資料を扱ううえで，どうしても朝鮮語そのものに
ついての言語事実を知っておく必要があるために，まとめておいたものである。覚え書きとし
たゆえんである。
1. 
疑問と不定指示を表現するためのことばほ，おそらくいかなる言語にも見られるものに違い
ないが，それぞれの言語によって，そのありようには相違がある。たとえば，英語の場合に
は， whoや whatといった疑問をあらわす語（以下「疑問詞」）に対して，不定指示をあらわ
す語（以下かりに「不定指示詞」という）は someであり，疑問と不定指示の両者には互いに
形態上の関係が明確でない別の語が用意されている。一方，わが日本語においては，「ど上が
来ますか？」に対して「ダレカ（が）来ます。」，「王三にありますか？」に対して「ドコがこ
あります。」のように，疑問詞と不定指示詞とのあいだの形態論上の関係は非常に整然とした
形をもっている。すなわち，簡単に示せば，
ダレーーダレカ． 
ドコ ―ドコカ． 
ナニ ー―ーナニカ. 
イクツーーーイクッカ
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といったようになり，疑問詞に助詞の「力」を加えれば，それがそのまま不定指示詞になるの
である。したがって，「部屋の中に，ダレがいる。」とか，「私にイクツください。」といったよ
うな文は成り立たないことは周知のとうりである。
むろん，「ダレダレ」であるとか，「ナニナニ」といった疑問詞が重迭形式をとる場合には一
種の不定指示をあらわすことが可能であり，「ナニのナニガシ」などといたものも同種のもの
といってよい。したがって，そういった形でなく，上にあげたように疑問詞が肯定文のなか
で，いわば裸の形で現われたときには，奇妙な惑じがするのである。
また，「40叫何商可」といったような，新聞紙上の不動産広告でしばしば見かける「何」の
場合は，だれでもその意味するところは理解していても，いったいどのように読むのかよく分
らない。おそらく「ナニショウ」とでも読めばいいのであろう。むろんこれは新聞広告であ
り，しかも漠字で表記されているといったことで，一種の「符牒」とでも呼ぺばいいのであろ
うが，それにしてもふつうの日本語としては不思議な表現である。このような極めて稀な場合
を別にすれば，疑問詞がそのままの形で不定指示詞として用いられることほ，日本語にはない
ことであろう。ただ，数量詞ととも用いられた「何」の場合には，まったく不可能というわけ
でもなさそうであるが，このことはのちに触れる。
もっとも，「ダレ」，「ナニ」といった疑問詞をそのまま無理に肯定文のなかで使用した例が
ないわけではない。たとえば森村誠一の推理小説に下のような一段があった。
もしフランシスキーノの背後に何者かがいれば，彼は当然，片山が陸の消息をたずねて
やって来たことを連絡したにちがいない。その『何者』かは，報せを聞いて仰天した。ま
さか片山がここまで追って来るとは予期していなかった。『何者』は，フランシスキーノ
が片山の追及にあって口を割ると考えた。
もともと欲の深い男で，金のためなら，どちらへでも転ぶ。フランシスキーノが H団
堂に連絡したのも，片山と胚也りとを天秤にかけてどちらがより多くのものをあたえ
てくれるか打診するためだったのだろう。（『夕映えの殺意』角川文庫 p.195,下線ほ引用
者）
ー読して明らかなように，「何者か＿その『何者』＿『何者』」と三通りの書き方を作者
ほしてみせ，そのことで，漢然とした存在であった「何者か」が，明確な存在としての「『何
者』」に変化してゆく戦慄のなかへ，徐々に登場人物とともに読者をも引きこんでゆくのであ
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る。「何者か」という通常の語法による不定指示をはじめは「彼」という代名詞で言いなおし
ているのであるから，もとより，そのまと「彼」でおし通してもいっこうかまわないのに，ゎ
ざわざ日本語の語法を破壊して（といってよい），故意に『何者』という疑問詞を不定指示詞
の代りに用いたところに，作家としての森林に新しい語法の創造があるといってよいであろ
う。しかし，作家とて「何者」をそのまま裸の形で文中に用いるわけにはいかず，『 』の助
けを借りてこなければならないのである。そのことが，かえって日本語の疑問と不定指示の関
係をよく示しているのである。
日本語においては，たしかに疑問と不定指示との形態論上の関係ほ，基底形であろうと表層
においてであろうと，徹底的に一貫して規則的であり，「疑問詞＋カー→不定指示詞」である。
2. 
では，そのほかの言語ではどうであろうか。橋本萬太郎著『現代博言学』の35頁から37頁に
かけて，「整然とした形態上の派生関係をもった疑問詞ーー不定指示詞のペアがあり，しかも，
不定的示詞は，日本語とおなじように，対応する疑問詞に，一定の接尾助詞をつけたかたち
で，構成されている」ような言語を，「北アジアを東から西へ」みていった例があげられてい
る。
朝鮮語
nugu (ダレ） 一 nugu(ダレ）—nga (力）
eodi (ドコ） 一 eodi(ドコ）—nga (力）
mweo (ナニ）―-mweo (ナニ）—nga (力）
wae (ナゼ） 一 wae(ナゼ）—nga (力）
さらに，満洲l語文語の例として， we(ダレ）一 we(ダレ）—ke (力）， ai(ナニ）一ai
（ナニ）ー ka(力）， ya(ドレ）― ya(ドレ）ー ka(力）があげられているほか，モンゴル語
の文語と口語（ハルハ方言），ロシア語，ネワリ語が例示されている。
筆者など名前も知らない言語はともかく，これで見ると，朝鮮語も日本語とまったく同じよ
うに，疑問と不定指示が整然とした形で示されている。だがはたして朝鮮語も日本語と同じな
のだろうか，このことが朝鮮語を学んできたものにとってほ素朴な疑問である。ここに「同
じ」といったのは，学習者としてとりあえず興味をひかれることがら，すなわち「表にあらわ
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れる形」として「同じ」かどうかということであり，「表へのあらわれかた」の程度が，（とい
っても計量できるわけではないにせよ）朝鮮語は日本語とくらべてどのようであるのか，とい
（注3)
う言語事象を確めたいと思う。
2. 1 
まず，いくつかの例文をかかげる。
(A)グループ
① 計oil 午7} 卦o} 鉄音叶叶。
（表にだれかが訪ねてきました。）
③ フi甘かい炉l翠フ｝スl蚊叶立。
（緊急決定事項が，いくつかあるのですよ。）
③ 叶叶刈 皿吾斗ユ7} 汰斗且叶。
（どこかで交通事故が発生したようだ。）
④ o] ?! 毛予蕊告せ距l。日ュ，……
（これは何かを買う金ではなくて，……）
⑤ 予全叶フl 暑• も卜毯晉 o}入J叶叫? oil, 叫0}2:c.暑吾咽叶叶。
（なにか楽器をやられますか。ぇぇ， 1:.゜アノを少し。）
⑥ 嗅せ叶.!::.天oil 昔斗吐憩斗苓斗吐号咽o] せユ蚊玖音叶叶。． 
（むかし，ある所にノルプという兄とフンプという弟が住んでいました。）
(B)グループ
①’ 哨替01 T子甘叶7,1}?． 
（どちらさまでしょうか？）
③’卦咽，スl吾嗅せ0巨l且？． 
（きみ，いまいくつ（何歳）かね？）
③’叶叫晉袂土甘1,.,17,1-?． 
（どこをおさがしですか？）
④’喧（嗅音）もl-ユ烈叶？． 
（何をしているの？）
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⑤’干毛せ告も｝ユ 7-lPJ叶叫？． 
（どんな仕事をしておられますか？）
⑥’ 叶上委土豆 フと叫且？
（どちらへ行くの？）
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以上の例文で'(A)グループは肯定文のなかで用いられた疑問詞であり，それが不定指示とし
て機能している例， (B)グループは疑問詞として疑問文のなかにあらわれたものである。もちろ
ん，疑問詞といっても，「午子」や「叶叫」や「早咬」のように独立して疑問詞として用いら
れるものもあり，「早令」や「嗅」や「叶上」のように，名詞の前にたつ連体形のみを有する
ものもあるが，いまここではその両者を区別することはしない。また，いうまでもなく，①と
①', ③と③’のように，それぞれ①から⑥までは同じ形のものを対照させてある。
ここにあげたような例文は，もとより筆者が作ったものではなく，どこにでもある会話書な
どのなかから適当にとりだしてきたものである。もちろん，いずれも普通に目にするものばか
りであり，イソフォーマント・チェックは受けたが，どれも「奇妙」な朝鮮語ではない。この
ような例文は，さがそうと思ってさがせば，文字通り枚挙にいとまがないといってよいものば
かりである。
そこで，少くとも上の12例などを見ているかぎりにおいては，朝鮮語では，日本語における
「ダレ―ダレカ」といったような形態上の深い関連をもつペアが疑問詞と不定指示詞のあい
だには存在せず，疑問詞がそのま上不定指示詞としても用いられるのではないか，というふう
に考えるのが自然であろう。もちろん，表にあらわれた形としてという意味である。ことに，
連体形でのみ用いられる語の場合はそうである。
さて，少くとも普通に見られる会話書などでは上のような文が多く，かえって「~nga」の
接尾した形での不定指示表現が少ないといえるため，筆者も学習してゆく過程においてほ，ぃ
つしか朝鮮語には疑問詞とは別の形態をもった不定指示詞というものも，また疑問詞プラス接
尾辞という形のものもないように考えていた。まして，中国語では疑問詞が肯定文のなかの文
要素として用いられたときには不定指示を示すと教えられてきた身としては，肯定文のみなら
ず，あとで述ぺるように疑問文のなかですら疑問詞が不定指示詞としても用いられているとい
うのが不自然な朝鮮語とはいえないといった言語現象を思えば，なおさらのことであった。
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2. 2 
つぎに，河野六郎先生が『世界言語概説』（研究社）下巻に収められた「朝鮮語」の項にお
書きになった説明を見てみると，つぎのようである。
d)不定代名詞 多くの言語と同様疑問代名詞又はそれに関係ある疑問詞は同時に不定詞
に用ゐられる。例へvi,'addahan又は 'addanvま＜ドンナ＞という意味の外，＜或ル＞
の意味に用ゐられる。不定代名詞特有のものとして amoといふのがある。……（同書388
頁）
このような説明文を読んで，これはまるで中国語（北方語）とそっくりであると考えても当
然であろう。それで，早くから朝鮮語と中国語を対照すれぼ，文字通り乎行した現象があると
思っていたのである。
また，通常朝鮮語参考書のどれにもよく似た説明がほどこされているのであるが，ここでは
とりあえずの例として，朴成媛著『標準韓国語』（高麓書林）を見れば，
……前述の「現」だけでなく，「ヤ子，叶叱吐刈，嗅，。J叶」等も疑問と不定の両意に
用いられる。午子フHま縮まって， 7'-7}になる。（同書134頁）
と述べたあと，つぎのようなペアの例があげられている。
{Tフト 音叶71}?
ス1フlTフ｝ 音叶叶。
｛だれがきますか。
あそこにだれかきます。
｛祖 7}企 l71}? {どこに行かれますか。
叶叫 嗜刈叶。 どこかに行きましょう。
｛ユ叶叡l 心 l 音1-l'l}?
ユ斗昔cl 吐対l音嗅01叶。
｛その人がいつ来ますか。
その人はいつか来るはずだ。
｛嗅 7~ ~%1.--] 71}'( 
吋フl嗅フl 毀叶。
｛いくつありますか。
ここにいくつかある。
これらを読めぼ，上に述べた確信がますます強まったのであるが，同書では，これらの例の
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前に「早咬」について触れた解説があり，「早咬は日本語の『何』と同じく，疑問にも，不定
の意にも用いられる」と，上掲の河野先生の説明と同様のことを述べたあとに，早吠の疑問用
法と不定用法の例が，やはり同形のペアで示されている。ここに「日本語の『何』と同じく」
とあることは，朝鮮語を母語とする人にとって日本語の疑問詞がどのように受けとられている
かを示す好例である。すなわち，ここほ，実は「日本語の『何』が『何か』と変って不定を示
すのと違って，韓国語では早咬がそのまま，疑問にも，不定の意にも用いられる」というべき
ところなのである。このこともまた，普通の朝鮮語の話し手にとっては，疑問の早咲も，不定
指示の早咲も日常の言語事実としてはまったく同ーであり，それだからこそ，慎重な内省のな
い場合には，日本語の「何」にも，そのま上朝鮮語の早咲と平行した現象があると思いこんで
しまったのではないだろうか。
2. 3 
おそらくそのことと関係するであろうと思われるのであるが．在日朝鮮人作家の書いた文章
のなかに，いくつか少し奇妙な感じのする「何」が出てくるのを見ることがある。
(1) あと何月経ったらいいことあるんだもん。（李恢成『伽耶子のために』，新潮社， 31頁）
(2) 何年ぶりで訪ねてきた女友達を送ろうと，……（同『青丘の宿』，講談社， 93頁）．． 
(3) 何十年ぶりで肉親に会い，親戚に会い，……• （同『約束の土地』，講談社文庫， 233頁）... 
(4) 足なみはもちろん大地に吸いこまれんばかりに乱れ，何十里歩いたあとの強行軍のよ... 
うに，……（金石範『観徳亭』，講談社文庫『鳴の死』， 197頁）
(5) アメリカの一中隊がある山岳地帯で全減するまでの何日間の過程を，かわいた筆で淡... 
々と描いたものだ。（同『民俗• ことば・文学』，創樹社， 188頁）
(6) ただ妻子をも捨てて中国に十何年間いたことがある……（同『1945年夏』筑摩書房，
203頁）
(7) 何十本の足が（彼にはそう思われたのだ）交互に，しかもそれは一度にといってよい... 
くらいの連続度で……（同『1945年夏』 274頁）
以上はたまたま気がついたものに過ぎず，なにも努力して捜しだした例ではない。まして，
ここで在日朝鮮人の日本語をあげつらおうとしているのではない。それどころか，いずれも愛
読する作家であるといってよいのであるが，一定の速さで文字を追っているときに，ふとそれ
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ぞれの箇所で，読書の流れが止まったということなのであった。この「ふと」流れが止まると
いうのが日本語を母語とする人間にとっては自然なことであるにちがいない。
むろん，上の(1)から(7)までの例のすべてが日本語として成立しないというわけではない。な
かでも(6)の「十何年間」という表現は，「十数年」の意味では，あるいは「十何年間か」より
も一般的かもしれない。それは「十」という基数に端数がついた形だからである。しかし， (3)
の「何十年ぶり」は少し奇妙ではないだろか。少くとも「十何年」よりはいささか奇妙な感じ
がする。 (4), (7)の「何十里」，「何十本」はもっと奇妙であり，不自然といってよいであろう。
(1), (2), (5)も日本語の話者のチェックを受ければ，「？」を付すにちがいない。
ただ，ここにあげたものはいずれも数量をあらわしている不定指示であることは知っておく
必要があろう。「ダレ」とか，「ドコ」とか，「ナニ」にしてもそれだけで用いられた場合には，
万がーにもそれをそのまま不定指示表現として用いることはないにちがいない。数量表現のみ
は，「何」にとって，無意識に陥りやすい「落し穴」であるらしい。
また，これらの例文がいずれも在日朝鮮人作家であるというのは，むろん単にミスプリント
であるに過ぎないということも含めて，単なる偶然であるのかもしれない。朝鮮ということに
こだわっていたために， H本人作家の文章中では読書の流れが止ることもなかったのに，在日
朝鮮人作家のときには無意識のうちに注意していただけなのかもしれない。しかし，いずれに
（注 4)
せよ，少し気になることであるので，挙げておくことにした。
2. 4 
はなしを朝鮮語にもどし，つぎに梅田博之著『朝鮮語基礎語彙集』（東京外国語大学アジア・
アフリカ言語文化研究所）によると，「代名詞など」 (169頁）の項に，「なにか」，「いくつか」
の二つの不定指示詞が採られており，次のようように記述されている。
なにか something mu'ouga 早o,iフ｝
咆フ｝ 叫音オ 絨叶？ なにか食うものないか？
いくつか some 
嗅泄フ｝（いくつか，数についていう）
o,t吐フ｝（いくらか，醤についていう）
すなわち，どちらにも「nga」が付加された形を示しておられるが，いっぽう同書21頁の，
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指示詞とは関係のない「食」の項目に，次のような例文が見られることが注目される。すなわ
ち，
早~ "Hぼ 吾手Al立。 なにか飲み物を下さい。
叶せ 嗅を早1フ｝蚊叶？ 飲むものは何があるか。
の二つであるが，前者は不定指示である「ナニカ」に相当する朝鮮語は「~nga」系のものが
あらわれず，疑問詞がそのままの形で不定指示詞として用いられた文となっており，後者の疑
問詞による疑問文に用いられた早1と同じあらわれかたをしている。このことは，かえって著者
の記述者としての良心を示すものというべきであるが，それにしても，疑問と不定指示を示す
ことばは，表にあらわれた形としては区別がなく，同一の単語を使うことが口語では普通一般
に行われていると考える方向に傾かざるをえないのではないだろうか。
このことを，さらにはっきり記述してあるのほ， S.E. Martin氏の『NewKorean-English 
Dictionary』である。その356頁にほ，「午子 nuwkwu」の項があり，〔Alternantshape午nwu
before pcle. フ｝〕と説明したあと，訳語として，「1,who; what person; a certain person; 
somebody; someone」と疑問と不定指示を並記している。
また，同書663頁の「早咲 mues」の項にも，「what,which; something, anything」のよう
に並記されている。そして，より興味深いのは例文である。
2. 5 
りくつからいえば，同形の疑問詞が肯定文と疑問文のなかに用いられておれば，前者は不定
指示であり，後者は疑問詞である。それだけのことなら何も問題はないのであるが， M氏の辞
書の例文と説明には，これまでに述べてこなかったことが記されている。それは，一つの疑問
文「テ・フ｝ ユ司-Eol=?」に対する以下のような説明である。すなわち，
(falling intonation) Who said so? 
(rising intonation) Did someone say so ? 
というものであり，「早吋」の場合も同じように，「早咲音 国吼立？」に対して，
(falling intonation) What do you want to eat ? 
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(rising intonation) Do you want something to eat ? 
という二通りの説明が付されている。イントネーションによる説明は文法そのものからは少し
はずれるのかもしれないが，同形の二つの疑問文がある場合は，抑揚などといった何らかの方
法を用いて，文中の疑問詞が疑問か不定指示かを区別しなければならないのであり，検討にあ
たいするであろう。ところで，このM氏辞典の説明は，いかにも受け入れられそうな記述であ
り，よくなされる説明の方法でもあるらしい。
というのも，たとえば許雄氏の『（改稿新版）国語音韻学』（ソウル，正音社， 1976年）など
にも，同じような記述があるからである。同書の 228頁には，一般的にいって疑問文の末尾は
高くなるのが原則であるが，疑問詞が疑問の意味に用いられた疑問文の場合には，文の末尾を
低くすることが説かれてあり，「叶i;Jl フ｝立↓」，「早吋音疫音叶叫↓」の二例が挙げられて
いる。（前者は「どこへ行くの？」，後者は「なにをさがしていますか？」の意）さらにつづけ
てて，「『どこ』や『なに』を知ろうとする疑問でなくて，『行くかどうか』，『さがすかどうか』
を知りたい疑問の場合には，
叶叫 ヌ｝立↑ （ドコカヘ行く？）
芋吠舎 疫音Vl叫↑ （ナニカさがしてますか？）
（注 5)
のように，上昇調で終りにする」 (228頁）とある。
おそら<,Martin氏も許雄氏も同じことを述べているものと考えられる。これらのことか
らも，日本語のように，疑問と不定指示がいつもちがった形態で表にあらわれる場合と違い，
上述したように，ふつう同形で表にあらわれるような言語の場合には，その両者をなんらかの
手段で区別せざるをえないことをよく示しているように見える。
2. 6 
ところが，イントネーショ｀ノということに関していえば，違った意見もありうるらしい。韓
国から日本に来られているL牧師に，イソフォーマントになっていただき， Martin許雄両氏
の挙げられている例文（疑問文の場合）について調べてみたことがある。ところが，おそらく
だれでも同じであるが，自分自身の言語について考えてみることなどないのが当り前であるの
で，この調査は本に書いてあるようなきれいな形では出てこなかった。日頃は無意識に用いて
いた疑問詞や不定指示詞について，おそらくはじめてか，あるいは何年かぶりに内省を試みら
れたであろう L牧師は，最初のうちこちらの意図をよく理解されなかった。このことも，いか
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に疑問と不定指示が未分化（という言い方が正しいのかどうか分らないが）であるかが知れよ
うというものであるが，それはともかく，牧師は辞書のイントネーション説にえらく惑心され
ていた。しかし，実際に声に出して読まれたときのイントネーションは， M氏や許雄氏の説か
れているものと一致する場合もあり，そうでない湯合もあった。そしてまた，ときには文末を
高くするといわれて低く読まれたり，逆であったりするのである。他のいくつもの例文を読ん
でいただいったときもそうであり，牧師自身の作られた例文でも事情は同じであった。
少くとも文末のイントネーションだけが疑問と不定指示を決定するのでないことだけは確か
なようである。また，牧師自身の内省によれば，疑問詞に「プロミネンス」（このことばを使
われた）があるかないかによって，疑問か不定指示かが決定するのだということを主張され
た。これは疑問詞の上にストレスを置くかどうかということである。そして，このことに関し
ては，ほぼ正確に発音されたのである。
2. 7 
ここで，朝鮮民主主義人民共和国における規範的な文法書に目をむけてみると，また少しニ
ュア‘ノスにちがいがあるようである。『王社叶モ甘』 (7Jせ,(a吾吋叫卦を吐斗， 1790年）によれ
ば，やはりここでも，まず「疑問代名詞」は「疑問」にも「不定指示」（原文は叶咽となって
いる）にも用いられることが説かれており，両者の比較例が挙げられている。たとえば，
｛゜1旺廿<Iオl如 l吋ユ '!t'-1町（疑問）
この仕事をだれにまかせようとするのですか
o] 註号心l斗 "J-7,狂鱈荘。（未定）
この仕事ほだれかにまかせることができます。rフl予翠゜ 1旦唱叶'1-?(疑問）
ここでなにが見えますか。
対フl予翠゜ 1旦叫叶叶。（未定）
（注6)
ここでなにかが見えます。 etc 
のような例文が示されたあと，「疑問代名詞は疑問文では疑問の意味で用いられ，叙述文では
未定の意味で用いられる。 (73頁）」とあり，このことはこれまで見てきたとうりである。
つぎに，疑問文中と叙述文中に用いられたペアでなくて，疑問文中に疑問詞が用いられたニ
つの場合について触れ，
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だが，疑問文の場合には，その文の語調によって疑問代名詞が疑問の意味も未定の意味も
示すことができる。すなわち，文中に含まれている疑問代名詞のところで語調が上れば，
その疑問代名詞は疑問の意味をもち，その他の語で語調が上れば，それは未定の意味を示
す。
↑ 
例：｛臼的訂（疑問）
I 
臼釦□ （未定）
{-Y1音昔；田（疑問）
I 
早吋音昔叶叫？（未定）
とある。このことは上記 Martin,許雄両氏の説かれるときとちがい，「語調」という概念を用
いている。「語調が上る」という説明はもうひとつ明確とはいいがたいが，文や文末のイント
ネーションのことではなさそうである。また，「特定疑問文」のときには疑問詞のところで「カ
を入れ」，「諾否疑問文」では動詞句に「力を入れる」のだとすれば，牧師の説に似ている。
とにかく，疑問文の場合に，疑問詞が疑問であるのか，それとも不定指示であるのか，その
ことを示すには，何らかのアクセントの助けを借りてくる以外に方法がないことは確かであ
（注7)
る。さらに，わざわざこういったことを，記述的であろうと，規範的であろうと，書かなくて
はいけないということを見ても，普通「表」にあらわれる形としてほ，疑問も不定指示も，と
もに疑問詞を用いるのだという言語事象を知ることができるというものである。
2. 8 
これまでは主として著述によって，疑問と不定指示に関する問題をみてきたのであるが，こ
（注8)
こで，インフォーマント（上記のL牧師とY嬢）による調査結果を述べることにする。
ほじめ，「だれかがいますか？」という日本語を，「午フ} 7-l入Jレl77}?」(7-l吼i-17ドを用いら
れた）といわれたのであるが，話しているうちに，「尽れがいますか？」の意味に変えてこら
れた。すなわち先方は，はじめのうちこちらの質問意図をよく理解されなかったのである。そ
の後，「午そフ｝」でこちらがいいなおすと，むろんそれでもよいと答がかえってきた。つづい
て，英語の someoneについて質問すると，最初は「ヤ子」でいわれ，のちには共に「ヤモ7}」
も可であると答えられた。
（注 9)
この牧師の口にされた順序しまた暗示的であるといわなければならない。
さて，ここで， L牧師から聞きえた例文を羅列しておくことにする。
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①あそこにはダレがいますか?--->刈フlo1l七 予l
叩 l<>ilセ
③あそこには杞,1:'7: (が）います。一｛叶フl彗
叩 lo¥lセ
③あそこにはダレカがいますか？ー→
． ｛対フl尋
7-JlAJ vl叫？
午フ｝. 
ヤそフ｝．． 
午そフ}(7}) ．． 
午フ} 7'1乱1,-l叫？． 
早合瑾音． 
早吋吐フ}(or咀7じ）甜音．．．． 
フ}~叶？
;,J]甘叶叶。
7'1甘叶叶。
刈甘叶叫？
④かれはナンの本を見ていますか?-一→ユセ
⑤かれほナニカ本を見ていますか？ー→ユセ．． 
⑥きひはドコに行くの？ー―心目三 叶叫. . . . 
⑦きみはドコカに行くの？ー~叶セ 叶剋7}(暑）．． 
⑧ダレが来ましたか?-Tフ｝ 合vl叫？． 
且ユ 蚊合レl7,1}? 
（注10)
旦ヱ以音1.,l叫？
7ド＝咋？
?｝?
??
??
?（ （??．? ．
｝??
??????????? ． 」
? ?
」?
? ? ?
」?
? ? ．
? 、――?
?
??????）??（（?????
音叶叫？
音叶叫？
音1-l77}? 
令叶叶。
音叶叶。
これで見ると，疑問詞も疑問詞十ngaも共に不定指示として用いることが知られ， さらに
「~nga」系が不定指示としてほふつうに用いられるような印象を受けるが， さきにも述べたよ
うに， こちらの意図を知ったのち急に「~nga」系を挙げられたことほ示唆的である。すなわ
ふつうの言い方にたいする「規範」ということが，牧師の頭に存在したことはまちがいな
い。師はこちらを「自分の生徒」として答えられたのであり，「正しい」用法を教えられよう
ち，
としたのであると断じてよい。
そのことほ，最初の調査のあと数日して，雑談していたときに， なにげなく不定指示を用い
る文についておたずねすると，牧師はしばしば「~nga」系でない，「ふつう」の疑問詞による
（注11)
不定指示表現を示されたことで知られる。そして， このことこそ，むしろことばの表層という
ことに関しては，情報価値が高いといわねばならない。
つぎのY嬢の場合は一見「不利」な結果が（あるいは不思議な結果というべきかもしれな
い）がでた。それをさきに掲げれば以下のとうり。
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①午フ｝ 烈音—叫叫？（常に疑問）
③ f-'r7} Cフ｝） 烈音叶叫？（常に不定指示）．
③午せ7}Cフ｝） 蚊音叶叶。（常に不定指示）. 
④午7} 烈音叶叶。 （？） 
この女性の場合，はじめて①と③のみごとな対立を示したのであるが，このことは規範とし
ては，別に異とするに足りない。問題はそのあとの③と④である。これまで見てきたところで
は，③だけでなく，④も不定指示表現としては可能なはずである。というより，④がふつうの
表現のはずであった。ところが，この「だれかがいます」という肯定文では，迷ったあげく
(!)③のほうがいいと主張した。それはむろん，①と③の明確な対立を例示した人としては
仕方のないことであろう。
しかし，活題がこの問題からはなれた場合における，日常の実際の口語においては，牧師と
同じように， Y嬢もまた，「~nga」系の不定指示詞でなく，疑問詞そのままの形で不定指示を
表現したのである。ここでやはり，前頁においてL牧師のときに述べたことを思い出したとし
ても，牽強附会とはいわれないであろう。
ちなみに， Martin氏の辞典もそうであったが，英朝辞典では，「someone」（ダレカ）系の
語を引くと，いつもきまって「午そフ｝」系の語があげられている。しかし，朝英のほうを見る
と，「ヤ子」にはかならず「whoとsomeone」が並記されている。ところが「someone」には
かならずといっていいほど，「ヤ子」をあげずに，「叶咽斗せ」と「午そ7}」の二者をあげてい
ることも注目されよう。むろん，こういったからといって，「午そフ｝」が訳語としてのみ用い
るなどといっているのではない。事実がそうでないからである。しかし，少くとも，辞書の記
載は一種の訳語的なかたちを思わせる。 L牧師もまた，疑問詞の不定指示用法を示したときに
は，しばしば「叶吼」系の語にいい直されたからである。もっとも，「叶哨」系の語（連体詞
の形で用いられる）が不定指示詞専用なら，なにも問題はないのであるが，すでに上にも触れ
たように，そもそもこれも疑問詞であることを思えば，ここに述ぺたことは，むしろかえっ
て，朝鮮語における疑問詞の疑問と不定指示の「未分化」状況を示唆するといってよいのでは
ないか。
3. 
これまでに述べてきたところから，朝鮮語では，ふつうの言語生活で表にあらわれる形とし
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ては，疑問詞をそのまま不定指示詞として用いることが一般的な傾向であるといってよいであ
ろう。むろん，疑問詞に接尾詞を付加することによって，不定指示詞を派生させることができ
るのも事実である。しかし，不定指示詞がいつも「疑問詞＋力」という形であらわれる日本語
の場合と同日の論ではありえない。
もちろん，現代朝鮮語を記述する立場からいえば，接尾詞のついた形を不定指示詞の基底形
（注12)
とみなしておくほうが，言語学的には合理的であるのかもしれない。しかし，本稿で述べよう
としたことは，朝鮮語という言語において，疑問詞が不定指示を表現するのにも用いられると
いう言語事象，いわばふつうの人が発話するときのふつうの傾向を知ろうとすることなのであ
って，言語学的に記述したり，定式化することが目的であったのではない。
はじめにも触れたように，中国語の「朝鮮資料」を扱ってきて，そこに見られる中国語の奇
（注13)
妙な疑問文の存在をどのように考えればよいかという問題がさきにあり，それらが朝鮮語の干
渉であるかどうかを明らかにするためにも，朝鮮語の現象を知っておきたかったのである。ま
た，ふつうの表にあらわれた形についてのみ眼を向けた理由は，少しふるい時代の文献資料の
書き手たちが，ある外国語を翻訳したり記録したりするときに，とうぜん母語について内省す
ることであろうが，そのときに拠りどころにするであろう運用規則とは，なによりも自分たち
が普段ふつうに使っている表現ではないか，と考えるからである。
（注）
1) 「外国資料」とか「朝鮮資料」についてほ，拙稿「近代北方語史における『朝鮮資料』序説一＜華
音啓蒙＞の可能性ーー（上）」（『関西大学中国文学会紀要』第7号1978年）で簡単に述べたことがある。
2) 中国語学研究会第26回大会 (1976年11月）における報告「中国語の不定指示詞と疑問詞」である。ま
た，「不定指示詞と疑問」上・下（『月刊言語』第7巻第1号・ 2号， 1978年1月・ 2月）として連載さ
れた。（のち『現代博言学—言語研究の最前線』 (1981年 2 月，大修館書店）の第 1 章）ちなみに，学
会において配布された「研究発表要旨」には，
われわれが，「誰」が行き，「何」を見るかなどを問うときには，その前に，「誰か」が行き，「何
か」を見るかが，わかっていなければ，そういう問いを発しない。いいかえれば，疑問表現は，不定
指示表現の存在を前提として，成立するものであると云えよう。そのために，中国をめぐる諸言語
は，東から西へ：
疑問詞 不定指示詞
日本語 dare dareka 
朝鮮語 nugu nugunka 
モソゴル語 xen xenc V 
ロシア語 kto ktoto 
ネワリ語 SU su～u ～ 
ジレル語 SU suida 
72 
のように，疑問詞があると，必ず，それに対応する不定詞がある。……（略）．．．
とあり，本稿で「きっかけ」というのは，朝鮮語の場合の疑問と不定指示のペアに関してである。
3) このことに関しては，すでに9年も以前の1977年3月28日に，東京外国語大学アジア・アフリカ言語
文化研究所において開かれた小さな研究会で，朝鮮語の場合を中心に報告したことがあり，また1979年
12月19日には関西大学東西学術研究所の研究例会において，上記研究会では触れなかったことも含めて
報告したことがある。その二回の報告を基礎にしたものが本稿である。
4) 果して，のちに西村寿行の作品のなかで，次のような例がでてきたので，挙げておく。
……某国は武力で脅しをかけてくる。どうするべきか，国家にとっては震撼の何日問である。それを
書こうと思った。（『白骨樹林』徳間書店， トクマノベルズのカバー裏の著者のことば）
しかしながら，それでもここに挙げたいくつかの例は，「外国資料」にあらわれた言語を考えるときに
ほ，やほり注意しておいてよいことであるにちがいない。
5) ここでは，「諾否疑問」においてほ上昇調であるといっているのであって，とくに疑問詞が不定指示
を示しているといっているわけではない。そのことに触れないゆえに，むしろ疑問詞と不定指示詞の関
係があいまいであることを暗示してほいないだろうか。
6) このほかにも，嗅，。J叱吐ス1,叶叫，叶上の各例がペアで挙げられており，いずれの場合も，疑問
文では疑問詞が疑問の意味で（特定疑問として用いられているということ），肯定文（原文は叙述文）
の中では疑問詞が不定指示（原文は未定とある）の意味で用いられている例である。
7) ここで，「疑問文の場合」と断わったが，実は「疑問文でない場合」も考慮しなくてはいけないから
である。朝鮮語には周知のとうり，待遇表現の差によって用言の語尾が変るが，ふつうに用いられるの
は中称である。その場合は，これも周知のとうり疑問文と背定文の語尾形は同じである。それなら，①
「あそこにダレカがいる」，② 「あそこにダレがいるか？」，③ 「あそこにク・レカがいるか？」の三つの
意味をもつ文に対応する朝鮮語ほ，「ス-]7] 61] i= 子7)- 以叶立」の一つである。上に見てきた記述はす
べて疑問文における疑問と不定指示のペアのみを示しているので，その相違を表わすには何らかのアク
セントの差を一つもってくればよいことになる。しかし，同一の形で三つの違いを示すためには，二つ
の手段を用いないと区別ができない。このことを考えれば，イントネーションの差といい，ストレスの
有無といい，違った説明をしているように見えるが，区別をするためには二種類の手段が必要なのであ
るから， どちらも言語事実の一面だけを述べたものであろう。
8) ただ，インフォーマソト調査に不馴れなためと，なにより朝鮮語能力が低いために，調査方法がまず
いということは，ここで告白しておくのがフェアというものであろう。したがって，いわば舞台うらと
いうか手の内をすべて明らかにするようにしたことをもお断りしておく。牧師は母語を韓国語とし大邸
の人であり，年齢は当時40歳半ば， 日本語と英語をほぽ自由にあやつられる。
また， Y嬢は20歳前半のソウル出身の人であるが，こちらのほうは，筆者の知り合いの朝鮮語学者に
調べてもらったものである。したがって，伝聞証拠というべきかもしれない。例示されたものも「ヤ
子」についてのみである。内輪ばなしをすれば，実は質問の途中で， Y嬢ほ自分でも混乱してきて，ぃ
たく自尊心を傷つけられたとのことである。
9) 順序ということに関しては，この稿が成ってのち，まった＜偶然に手にすることのできたバンクレッ
トのことに触れておく。それは，塚本勲先生と北嶋静江先生の編になる『朝鮮語大辞典』（角川書店）
の宣伝パソフレットである。その一部は組見本で，そこに「フ1-」の項があり，⑤として，
（おもにヤフ1-となって）（誰）か；（誰）が：ヤ～ 烈音叶叫? 1)誰かいますか 2)誰がいますか。
とあり，この辞書のもっとも楽しい「＊」印のつぎに，「1)午フ1-のアクセントの違いで， 1),2)を区
別する方言がある。」と記されていることも興味深い。
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10) この文については，軽蔑的なニュアンスが含まれるといわれた。
11) 牧師の面前であえてメモをとらなかったのであるが，気憶している例は次のとうり。{:\:~: {悶：,l; ::
刊舌l-吋ユ？ 叶叫 7,!:71)-? 
しかし，疑問と不定指示の話題にもどしたうえで，念をおすと，牧師は，ふつうに用いる表現は，肯定
文では疑問詞のを不定指示として用いるといわれ，疑問文としてほ，自分で何度もつぶやかれたのち，
「やはり「~nga」系のものも用いる」といわれるばかりであった。
12) うえにもあげた橋本万太郎先生の『現代博言学』第1章不定指示と疑問の43頁から45頁にかけて，朝
鮮語の疑問と不定指示に関するX氏の「未定」と題する発表ex氏というのは日下のことである。（注
3)を参照）を．いわば言語学の素人の陥りやすい例としてあげられたのち，次のようにコメントさ
れた。
この問題のそこにある言語学的な原理は，しかし，かなりはっきりしているとおもう。一般に， A
とABというふたつのかたちで現われるところの，ひとつの言語形式があったばあい，われわれは，
その現象の記述を，
{AB}一A /C 
AB otherwise 
と定式化するほうが， {A}のほうを基底形とみなして，
{A}-+AB /C 
A otherwise 
とするより，一般的に合理的であることを，だれでも知っている。問題の朝鮮語のばあいも，不定指
示詞ほ，ときにほ nugu(ダレ）だけで，—nga (力）をともなわないであらわれることはあっても，
その基底形はやはり nugunga(ダレカ）型であるということが，みぎ（上）の例から言えるのでは
ないかとおもう。
13) 奇妙な中国語については，その一部をかつて発表要旨という形で「『朝鮮資料』の中国語」と題する
短文とし，『関西大学東西学術研究所々報』第32号 (1980年）に載せたことがある。疑問詞の場合も含
めて詳しくは別に稿を改める予定。
